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まちの情景と建築

[ 庁舎広場 ]　広場の未利用再考　東京・霞が関　法務省赤れんが棟

東京・新宿 都庁舎議会棟中通路

　霞が関の官庁街にあって、唯一明治の
風情を復刻した建物である。法務省の総
合研究所及び法務図書館となっていて、
予約なしで入館できる。前庭も中庭も見
事に手入れされていて美しい。しかし外か
ら通りすがりに眺めるだけで、自由に出入
りする雰囲気を持っていないので、敷地
の中に人はほとんどいない。都心の一等
地を使って何とももったいないと感じてしま
う。近くに日比谷公園があるからよいでは
ないかと言うのは間違い。もっと国民に親
しめる雰囲気を作るべきだ。
この建物の沿革はドイツの建築家エンデとベック
マン（共同設計事務所）の基本設計を基に、
河合浩蔵が実施設計・監理によって明治 28 年
に竣工したドイツネオバロック様式の建築である。
関東大震災は免れたが、昭和 20年の空襲で外

壁と床を除いて焼失し、昭和 25年の改修を経て、平成 6年に旧態に復元された。小さく見えるが延べ 9,426㎡ある。同年重要文化財に指定。

　同様に広大なスペースを持ちながら、
その機能を果たしていないのが右の写真
に見える都庁舎議会棟の前面広場であ
る。手前が本庁舎で、低層の議会棟の
前に半円形で広場が作られている。広場
に面したピロティの中は、レストランなど
の店舗も入っている。誰でも通行は自由
で、空間としては面白いのだが、とにか
く近づく人が御覧のようにまばらなのだ。
これではテナントも商売にならないだろう
と心配になってしまう。税金がふんだんに
かかっているのだから、ヨーロッパの庁
舎に見るマヨール広場やマルクト広場のよ

うに、人で溢れる呼び込みや企画アイデアを考えるべ
きだ。それは市民の側にも言えることで、こんな場所
そのものを知らないでいてはいけない。あれやこれや
してはいけない規制の網をかぶせられるかもしれない
が、みんなで活用方法を考えよう。
　左の写真は都庁舎の裏にある新宿中央公園である。
自然に似せた雑木林が茂り、都心とは思えない風情
を感じさせる。その一角に「白糸の滝」と名付けられ
た滝がある。昼時ともなると周辺のオフィス勤めのサラ
リーマンで賑わう。あまり取り澄まさないほうが親しみ
がわくのかもしれない。
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